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所
持
概
念
土

h
比
た
租
税
論

第
四
十
二
巻

四
五
八

第

披

オL
P、

所
得
概
念
よ
り
見
仁
租
税
論

島

恭

彦

F第

租
税
論
は
所
特
払
剛
(
分
野
嗣
}
左
少
か
ら
ぬ
闘
係
争
-
持
っ
て
ゐ
る
。
今
英
岡
古
典
皐
仮
の
一
租
硬
論
と
燭
乙
の
租
税
論

を
比
較
す
る
に
前
者
は
所
得

E
生
産
及
び
分
配
の
闘
係
に
注
目
し
、
税
源
や
枕
の
轄
掠
e

伊
一
論
A
r
る
に
反
し
、
後
者

は
所
得
を
消
費
従
っ
て
個
人
の
能
力
と
の
闘
係
か
ら
見
て
個
人
に
卦
す
る
租
税
負
措
の
配
分
の
基
準
と
考
へ
る
傾

き
が
多
い
。
換
言
す
れ
ば
一
方
は
租
枕
の
物
的
基
礎
た
る
生
産
及
び
分
配
に
注
目
す
る
に
卦
し
、
他
方
は
租
税
を

負
指
す
る
人
格
を
考
慮
す
る
と
言
へ
ゃ
う
。
こ
の
租
税
論
の
性
格
的
な
相
違
は
芙
と
密
接
な
閥
係
に
あ
る
所
得
慨

念
の
規
定
の
仕
方
に
も
反
映
せ

5
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
今
租
概
論
の
根
底
に
あ
る
所
得
概
念
を
手
引
と
し
で
古

典
皐
探
の
租
税
論
に
劃
す
る
滴
乙
的
租
税
論
、
特
に
十
九
世
紀
の
濁
逸
を
支
配
し
た
臆
史
的
倫
理
的
皐
慌
の
租
税

モ
ラ
!
の
劃
期
的
な
論
文
を
え
ら
び
た
い
回
蓋

論

ee再
吟
味
す
る
事
も
出
来
る
と
思
ふ
。
こ
の
意
味
で
私
は
シ
ユ

し
こ
れ
は
次
の
二
鈷
で
串
読
史
上
の
タ

l
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
に
位
す
る
と
云
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
一
に
古
典
皐
仮
の
所
得
論
、
特
に
純
所
得
の
思
想
を
批
判
し
て
、
人
格
的
所
得
の
概
念
を
確
立
し
た
鮎
、

Schmoller， Dje l.ehre vom Einlwmmen in ihre:11:1 Zu!;:anmmenlang mit der 
Grundprincipien der ，steut'rlebre (T'ubingen Zeitsclnift. 1863・
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第
二
に
こ
の
所
科
概
念
b-
似
壊
と
し
て
、

刷
判
絵
課
税

(dC21EHF-主
σ
2
2
2
z
z
ち
の
思
想
ぞ
批
判
し
、
自
由
主

義
思
想
の
特
色
で
あ
る
と
こ
ろ
の
所
前
「
車
純
な
財
政
牧
λ
の
見
地
」
に
封
す
る
公
手
負
擦
の
原
則
、

物
積
に
潤
す

る
人
読
の
理
想
を
確
立
し
た
助
、

な
は
本
稿
で
特
に
、

以
上
の
二
貼
に
闘
す
る
し
y

』

毛
ラ
!
の
設
の
紹
介
及
吟
味
を
中
心
と
し
て
議
論
を
準
め
る

っ
ち
り
で
あ
る
。

モ
ラ

l
の
線
本
的
な
見
解
は
古
典
皐
慌
の
純
所
得
識
に
卦
す
る
批
判
の
中
に
最
も
よ

そ
の
最
ち
処
刑
k

的
な
代
九
者
、

た
V

シ
ュ

2
3
L
M
'
し
一
-
、
J

J
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、
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、

〈
且

J
f寸
F
h
y
J
カ「ザ

J

t
H，
)
す
S
B
'
-
よ
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J
R庁
字
ι問
、

L
1
少ノ

υ
1
g
J
7
4
J
d吊
Ffe--n

リ
ヵ
グ
ド
の
設
や
」
瞥
見

〆

〉

コ

L
t
!
っ

門融
M

-

ぺ
一
て
て
一
プ

lev-
引
法
的
h
p
一
机
防
御
川
代
災
計

E
凡
ι

t

つ
一
い
ム
は
何
常
識
論
が
め
M
O
O
A
ι

二
一
彼
心
持
花
見
に
の
地
位
伊
一
決
氾
「

E
伺

に
回
悼
式
調
を
参
照
し
ゃ
う
、
最
'
色
川
開
端
な
心
は
カ
イ
イ
ル
の
沈
で
彼
は
シ
』
モ
ラ
1
4
位
以
て
利
投
誠
に
人
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
シ
ユ
モ
ヲ
ー

の
況
に
よ
れ
ば
個
人
は
同
家
の
下
に
め
っ
て
、
始
め
て
精
紳
的
、

aH然
的
に
入
品
怖
を
完
成
し
、
こ
の
完
成
の
程
度
が
所
得
の
量
に
現
れ
る
。
こ

の
所
得
に
懸
じ
て
租
税
を
支
姉
ふ
と
云
ム
の
?
ゐ
れ
ば
、
其
は
凋
家
か
ら
う
げ
る
利
金
山
り
封
債
と
し
て
祖
視
を
支
掛
ム
と
一
五
ム
利
盆
説
と
豆
ぺ
ら

な
い
。
こ
れ
が
力
イ
ヅ
ル
の
セ
張
で
あ
る
。
確
か
に
こ
の
拡
が
ら
九
れ
ば
シ
ユ
モ
一
プ

l
ω

説
法
利
住
沈
に
涯
い
と
一
五
へ
る
。
併
し
彼
は
明
か
に

宥
機
的
同
家
論
に
立
っ
て
初
盆
沈
'
T
批
判
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而
ph
凶
由
来
ば
租
税
枚
入
に
よ
る
様
々
な
施
設
以
外
に
無
数
の
利
盆
を
個
人
に

典
へ
、
個
人
も
亦
凋
案
に
野
し
て
彼
の
所
得
か
っ
支
帰
色
調
拙
積
以
外
に
多
〈
の
貢
献
を
均
す
と
一
千
三
斯
様
な
康
い
烹
味
で
の
全
憾
と
偶
人
の

聞
に
於
げ
る
利
住
の
相
閣
々
係
マ
あ
れ
ば
濁
湿
の
皐
者
と
雄
主
認
め
て
ゐ
る
。
叉
、
リ

F

チ
ヱ
ル
ぽ
所
得
を
あ
ち
ゆ
る
組
磁
の
基
礎
に
置
く
訪
は

判
盆
流
よ
り
能
力
説
に
修
る
遁
渡
明

ω理
論
で
あ
る
と
え
ふ
。
弘
司
大
鰹
こ
れ
に
同
感
で
あ
る
が
、
シ
ュ
モ
ラ
ー
が
給
付
能
力
に
際
中
る
租
院

を
認
め
な
か
っ
た
と

A
ム
リ
ー
チ
こ

bω
主
張
に
は
震
成
す
る
事
が
出
来
な
い
。
な
る
ほ

y
L
ュ毛

}
7
1
は
給
付
能
力
主
一
五
ふ
文
字
は
あ
い
ま
い

で
、
こ
れ
を
以
て
組
枕
の
基
準
に
す
る
事
ば
出
来
な
い
と
一
五
づ
h

ん
が
而
色
彼
の
所
謂
人
情
的
所
得
は
各
人
の
生
活
能
力
と
分
も
侍
き
る
椴
念
だ
。

例
へ
ば
シ
ユ
モ
ラ
ー
は
資
庄
所
得
に
つ
い
て
所
得
の
現
貰
領
的
上
に
、
も
し
収
得
者
が
伸
一
剛
一
し
た
な
ら
ば
待
ら
れ
る
筈
の
額
、
卸
ち
取
得
能
力

を
も
加
へ
る
。
他
万
能
力
説
も
人
的
所
得
を
以
で
最
も
上
(
給
付
能
力
を
夫
現
し
て
ゐ
る

4
ω
と
見
る
一
り
で
あ
る
か
ら
シ
ユ
モ
ヲ

1
況
と
能
力

所
得
概
念
よ
り
見
た
祖
品
川
論

間
五
九

弟

披

九
ヒ
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所
得
概
念
よ
ち
見
た
租
税
論

第
四
十
二
巻

四
六

O

第

盟主

九
八.

設
の
聞
に
は
大
し
た
へ
だ
た

h
は
な
い
。
た
Y
U
V
ユ
モ
ラ
ー
が
偶
人
の
能
力
を
所
得
に
限
定
し
て
而
も
所
得
に
封
す
る
比
例
的
な
課
械
を
宅
張

し
た
黙
で
は
ス
ミ
ス
の
説
の
名
浅
り
を
止
め
て
ゐ
る
。
且
つ
あ
ら
ゆ
る
租
税
の
基
準
を
所
得
に
求
め
品
事
も
古
典
皐
源
よ
ち
街
逸
的
な
租
税
棺

系
論
に
移
る
過
渡
期
の
理
論
た
る
事
を
示
し
て
ゐ
る
。
こ
の
お
に
つ
い
て
肢
に
シ
工
フ
レ
や
へ
ル
ド
の
批
判
が
あ
る
か
ら
本
稿
で
は
問
題
に
し

e'e'
旬。

純

得

論

所
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市 1
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司
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l
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E
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v
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市
f
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f
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租
税
論
を
一
貫
し
、
租
税
に
劃
す
る
考
へ
の
根
操
に
な
っ
て
ゐ
る
c

古
典
、
皐
振
で
一
一
般
に
所
得
と
一
五
へ
ば
枇

Amの

諸
階
級
が
資
本
家
的
生
産
に
於
け
る
生
産
要
因
の
代
表
者
'
と
し
て
獲
得
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
中
地
代
と
利
潤

が
純
所
得
と
呼
ば
れ
る
事
は
川
知
の
事
責
で
あ
る
。
庵
で
斯
様
な
所
得
及
び
純
所
得
の
概
念
は
何
れ
も
所
得
の
分

配
を
資
本
家
的
生
産
に
封

L
て
従
属
的
な
地
牝
に
置
く
古
典
皐
仮
特
に
リ
カ
Y

ド
経
掛
阜
の
方
法
を
粘
色
づ
け
て

ゐ
る
。
殊
に
純
所
得
剖
ち
組
所
科
マ
イ
ナ
ス
生
産
賓
と
一
五
ふ
様
な
資
本
家
的
生
産
に
の
み
通
用
す
る
概
念
を
そ
の

モ
ラ

l
一
振
の
批
判
町
焦
紺
で

ま
h

祉
舎
の
諸
階
級
の
批
判
官
9

る
所
得
に
ま
で
陪
用
す
る
事
は
|
|
こ
れ
が
シ
ユ

あ
る
が
|
|
古
典
皐
振
の
分
配
論
は
同
時
に
生
産
論
で
あ
る
と
一
五
ふ
闘
係
金
よ
く
現
は
し
て
ゐ
る
。
し
ば
/
¥
云

は
れ
忍
様
に
斯
様
な
経
梼
島
一

a

は
最
も
消
費
論
と
縁
泣
い
円
。
所
初
は
勿
論
消
費
3
れ
る
財
貨
L
」
考
へ
ら
れ
る
け
れ
ど

も
、
消
費
は
資
本
を
減
少
し
な
い
範
閏
で
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
純
所
得
の
所
有
者
の
み
が
消
費
者
で
め
旬
、

叫
す
働
者
は
人
格
的
な
意
味
で
の
消
費
者
で
は
な
い
。
何
故
と
一
広
ふ
に
勢
銀
は
文
直
ち
に
資
本
で
あ
旬
、
従
っ
て
又

Hcld， J)ie Ein Sch呂田e，Mensclt und Gut. ((;1.:出l1lrneltc Auf;:;riJパ、。，885)
1、。山m目玉steu町. (1972) S. 8y町
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勢
銀
の
泊
慢
は
以
料
の
泊
費
(
汁
産
的
消
費
)
以
上
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

川
人
斯
様
な
観
方
か
ら
す
る
と
資

本
家
的
経
樺
の
外
に
上
こ
に
は
る
炭
た
な
文
化
の
世
界
は
「
不
生
産
的
」
な
矧
域
で
あ
り
、
文
化
目
的
を
昨
常
す
る

階
級
は
「
不
生
産
的
」
階
純
で
あ
る
。

不
生
産
的
階
級
は
共
が
消
費
す
る
マ
イ
ナ
ス
の
純
所
科
卦
を
・
通
じ
て
始
め
て

リ
ノ
カ

I
ド
粧
梼
皐
の
巾
で
費
一
一
コ
日
械
を
獲
科
す
る
に
過
ぎ
な
U
c

こ
の
不
生
産
的
な
領
域
と
資
本
主
義
枇
合
併
}
結
合
す
る
も
の
〉
一
つ
に
和
枕
が
ふ
る
c

共
放
に
租
枕
は
不
生
産

的
消
伐
に
常
て
ら
れ
る
純
所
得
を
資
本
家
的
生
産
か
ら
搾
取
す
る
袋
詰
で
あ
る
。

え
こ

1
p
r
.問
冗
志
フ
化

T
こ
引
?
ず
Z
D

L
4
4
4
4
F
t
主
仲
昔
ぞ
市
4
4
6
'
k
J
4ヨ

畑
佃
撹
は
資
本
所
得
の
何
れ
か
に
掛
し
C
慣
な
る
マ
イ
ナ
ス
合
意
味
す
る
に
過
ぎ
や
、

p

n

E

し

ζ
主
』
h

旬、
-
3
h
H
E
‘
、
ノ
ド
!
y
d
r
・2

一-、肺
}

D

づ・切
i
t
d
p叶
1
Z
H
4
市
U
v
q
w山
d
t
j
q
「
c

と

M
O
師
干
ド
・

1

っーも
1
y
l
h

、

E
A
S
d，
:
イ
ト

I
l
a
-
，

A
川
、
t
h

多
か
れ

ー恥
し
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時
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量
の
純
所
持
を
以
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
で
勢
銀
に
よ
っ
て
働
く
努
働
者
が
千
商
人
で
み
ら
う
?
と
、
千
五

百
高
人
で
あ
ら
う
と
租
税
に
と
っ
て
は
入
t
〈
E
う
で
も
よ
い
事
で
あ
る
。
問
題
は
純
所
得
の
量
だ
。
「
共
闘
の
純
地

代
と
利
潤
と
の
合
計
が
同
一
で
め
る
な
ら
ば
、
多
量
一

ω生
産
的
勢
働
を
使
用
す
る
結
果
二
闘
に
蹄
す
る
利
議
は
果

し
て
幾
何
で
あ
ら
う
か
。

;
よ
り
多

t
の
人
数
を
雇
傭
す
る
事
は
遂
に
我
ゃ
を
し
て
能

t
我
が
陸
海
軍
に
一
丘
(

父
租
硬
に
一
ギ
ュ
・
l

多
〈
を
貢
献
す
る
事
を
得
し
め
ぬ
で
あ
?
ヲ
。
し
し
ば
/
¥
引
用

を
加
へ
る
事
を
得
し
め
や
、

さ
れ
る
ヲ
力
炉
ド
の
こ
の
言
葉
は
租
税
の
珂
念
(
術
直
流
に
云
へ
ば
草
縄
な
財
政
牧
入
山
一
見
地
)
と
資
本
主
義
的
生
産
の
原
動

力
と
が
一
知
に
於
て
全
く
合
致
し
て
ゐ
る
事
を
一
不
す
・
も
の
で
あ
ら
う
ο

邸
ち
最
大
の
剃
飴
僚
値
、
日
前
少
の
生
産
品
質

(
最
少
め
勢
働
力
)
0

こ
の
理
論
を
徹
底
す
れ
ば
、

一
闘
の
住
民
が
所
得
(
機
所
き
の
消
費
に
よ
っ
て
如
何
な
る
幸
踊
を

所
待
機
念
上

h
見
た
租
般
論

V'I 
p、

第
四
十
二
巻

第

披

:IL 
jL 

Ricardo， Principles nf llolitical Ecoll()m~.... and 'l'axatiOD!o (Gnnner) p. 133 
仔11詳は右波交w小泉信三教授詳はよ;5)
H.icardo， ibicl， p. 336. ""7}レクスはこのリカートの戸一葉をiYIして突い虫IIく云
ム、「生産の最後いして最高ω目的と lノ cω純所得の皐試は資本ω償 flliJ昔植
従って土 f二乗11飴領値の創造が勢働者を顧慮する事ない資本主義的tlo恋心〕推
進的なす紳であると云ふことの浅忍な、 j':'がIE常な友王見守ふる。J(資本論I1lfr

9) 

10) 



所
得
概
念
よ

0
凡
た
祖
税
論

日
明
問
十
A

J

巻

1凡|
ー』

第

百E

O 
O 

享
受
し
て
ゐ
ゃ
う
と
、

北
ハ
は
租
祇
に
と
っ
て
令
然
無
関
係
で
あ
る
と
一
括
ふ
結
論
に
な
る
で
あ
る
ら
う
。

租
税
に
つ
い

て
不
生
産
的
経
費
を
賄
ふ
以
外
の
意
義
を
一
切
結
め
な
い
立
場
、

共
ぽ
白
山
主
義
思
想
の
特
徴
で
あ
る
『
と
一
五
は
れ

る
「
限
純
な
財
政
牧
入
の
見
地
」

(E=PHEN-己
一
命
以
円

ER--己
コ
玄
)
で
あ
る
c

こ
の
立
場
ほ
同
時
に
財
政
牧
入
(
組
検

の
物
的
基
礎
部
ち
資
本
山
本
的
生
死
ぞ
代
表
す
る
見
地
で
あ
る
事
は
か
く
も
明
瞭
に
リ
ヵ

I
V
の
主
張
に
現
れ
て
ゐ

る。に
ノ
・

3
3
'
D
口
H
凡
v
b
s
ρ
L
a

二、
r
エ山
U
じ
川
白
川
ぜ
い
リ
ロ
〉
」

ι肌
中
、
，

A
7
'
u
-
L
i比
ロ
グ
戸
昨
也
H
け

ご

、

ノ

〕

ノ

:

、

4
j
b
J
H

〆

1
f
4ホーーイムド

-

J

V

4

小

I''rイ
l

J

L

L

1

ι

引
a
f
k
o
d
4
J
r
宮
小
日
正
〆
〈
一
一
一
一
P
日
μ

J

j

h

/

ν

t

:'J 

ロ
ー
の
制
位
牌
嫁
論
一
千

あ
る
o
A
z
こ
の
内
公
に
立
入
る
事
を
避
け
る
が
こ
れ
を
一
一
向
か
ら
見
る
と
猫
乙
の
療
者
の
所
間
「
負
轄
の
分
配
」

(
『

L
P
h山
門
昂
=
〈
円
『
門
町
一
一

z-dnv

ω日
月

=
2・
〈
巾

Z
2
7
=戸
内
)

に
相
常
す
る
。
唯
里
一
る
屈
は
こ
の
分
配
は
生
産
に
参
加
す
る
三
つ
の
階

組
の
問
で
行
は
れ
、

耐
も
共
は
所
謂
「
正
義
の
原
則
」
に
よ
る
よ
ち
ち
か
し
ろ
特
嫁
の
法
則
(
粍
桝
率
上
U

分
間
法
則
)
に

基
い
て
行
は
れ
る
矧
で
あ
る
。
「
負
推
の
平
等
」
は
鴨
蹄
法
則
の
妥
常
す
る
範
問
内
で
問
題
に
な
る
に
過
ぎ
な
け
川
c

従
っ
て
其
は
帥
枠
内
的
に
す
べ
て
の
租
税
含
負
躍
す
る
純
所
得
の
所
有
者
(
地
-FJ

資
本
家
其
他
の
右
産
主
の
問
題
に
過
ぎ

な
い
。
負
擦
の
分
配
は
あ
ら
ゆ
る
租
税
が
結
同
純
所
持
よ
り
支
排
は
れ
る
前
提
で
あ
り
、
負
轄
の
平
等
は
租
税
が

純
所
相
何
よ
り
文
抑
は
れ

ε限
り
で
問
題
に
な
る
と
す
れ
ば
.
問
題
の
中
心
は
あ
く
ま
で
租
税
劃
純
所
仰
の
量
的
闘

係
で
あ
る
。

き
さ
に
分
配
論
は
一
肢
も
に
文
生
一
一
陀
論
で
あ
っ
た
様
に
、

こ
、
で
も
負
捨
の
分
配
問
題
は
結
局
純
所
得

の
量
、

卸
ち
純
所
得
の
生
産
問
題
に
結
び
つ
い
て
ゐ
る
。

租
税
は
資
本
主
義
粧
梼
ー
ド
劃
す
る
搾
取
で

Jm
る
と
す
れ

FJI 

こ
の
マ
イ
ナ
ス
量
に
封
抗
す
る
も
の
は
プ
ラ
ス
量
品
所
得
)
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
却
ち
租
税
の
正
哲
な
源

li 二一八頁、向坂氏;l11)要寸るに、純I'Ir符の思;也、 t ;t 凶i療に向って~j: r租耽はマ
fサスであ.sJ 主主張し経湾枇舎に向つては「生辰hfe増大ぜよ J~ 命すe る、
従ってそれは産業自由主義の政治的、紅Hi年的スロ，ーがンである。
Vag川CT，Finanz¥v凶 enscbaft.11， (1890.) S -381 

あらゆる倫理的世界観を'拾て》つめ7ごL、論理をi.!~ :礼 Jてゐる様に ¥tえるリ
ヵー I料、怖感(，巾にも倫理的慣値引j断は攻存し tZ;lξ 、即も資本家が社曾的
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泉
は
純
所
得
で
あ
る
。

こ

ω考
へ
は
リ
ヵ

l
ド
の
租
税
論
'
伊
二
度
し
て
ゐ
る
c

【

註

〕

リ

カ

1
ド
に
於
一
ー
一
久
世
加
い
干
等
と
一
五
へ
ば
縄
所
m
H
U
所
有
高
心
問
題
で
ゐ
る
。
こ

ω心
争
責
を
一
亦
す
い
は
弐
い
一
口
葉
で
あ
る
。
-
(
原
生
序
物

に
到
す
る
組
枕
一
か
)
労
働
賃
銀
を
品
め
、
利
潤
を
低
下
サ
し
め
る
事
に
よ
っ
て
農
業
家
、
商
人
及
び
製
造
業
者
の
所
得
に
は
影
響
し
て
、
地
主
、

公
儀
所
有
者
及
び
其
他
凶
定
所
得
を
受
〈
る
も
山
、
所
H
H
は
こ
れ
を
其
慌
に
す
る
か
ら
其
は
f
F
干
等
の
作
刑
を
な
す
と
一
五
ム
反
割
論
に
つ
い
て

ぽ
斯
ふ
先
日
へ
る
事
が
山
川
来
る
。
若
し
も
組
叫
惜
の
作
川
が
石
下
等
で
あ
れ

d
、
k
地

ω
地
代
及
び
公
債
の
利
子
に
直
接
課
枕
し
て
以
て
、
こ
れ
を

0

・

市

γ
等
三
日
じ
め
る

1
h
v
f法
府

ω
任
一
門
司
め
る
。
一
-

縄
所
得
論
の
批
判

ト
川
地
一
周
千
慌
特
に
吋
ノ
力
!
ド
は
所
川
川
や
租
般
の
人
な
ら
A
V
比
八
他
あ
ら
ゆ
る
岡
民
生
活
の
諸
問
題
を
す
べ
て
資
本
家

h
dト
ヒ
い
と
し

Y
4
R
K
J
M
L
U
い
J

長
1
即
且
川
叶

1
7
甲

I
E
T
-
-
一
一
-
誌
で
ま
よ
刈
〉
二
に

ん
円

F
¥
p
v
Fシ
ア
」

/
J
市

f
j
j
J
4
レ
主
年
ト
ト

υAT
，
工
i
r
o
t
-
i
J
J
p
h
k
h刻
、

J
'
r
M
F
'
J
j

再
定
よ
リ
h
回
U
n
7
t
ι
h
3
q
-
w
日
地

1
2
足、

却炉

J
f
J
J
l
u
井川

L
4
7
4
生
T
I
l
-一
d内

J
i
n

主、

4
4

1ノ
l

純
所
刑
判
論
で
あ
る
。
潤
乙
の
倫
理
的
財
史
的
事
訳
と
稀
せ
ら
れ
る
人
々
が
特
に
純
所
得
の
概
念
を
最
も
痛
烈
に
攻

撃
し
た
の
も
嘗
然
で
あ
っ
た
o

何
故
と
一
五
ふ
に
こ
の
一
一
蹴
に
属
す
る
人
今
は
資
本
主
義
経
梼
の
外
に
虞
大
な
人
間

こ
れ
を
資
本
主
義
経
悼
の
一
而
か
ら
で
は
な
し
に
、

か
く
て
所
件
や
租
枕
に
つ
い
て
も
、

陪
史
的
な
軽
減
生
活
杢
瞳
か
ら
有
機
的
に
把
握
し
ゃ
う
と
努

枇
九
M
M

の
領
域
が
階
史
的
に
興
へ
ら
れ
て
ゐ
る
事
貨
を
一
品
め
る
か
ら
で
あ
る
ョ

め
る
。

今
岡
民
の
艇
持
生
活
は
同
家
、

政
治
、
倫
理
等
あ
ら
ゆ
る
生
活
領
域
と
有
機
的
な
聯
闘
佐
保
ち
つ

法
律
、

、
普
ま
れ
て
ゐ
る
。

従
っ
て
こ
れ
が
}
機
械
的
に
二
分
し
て
資
本
家
的
管
利
生
活
に
闘
す
る
領
域
を
「
生
産
的
し
と
呼

、、、
引「

U

共
他
の
陥
域
を
「
不
生
産
的
」
と
呼
ぷ
事
は
出
来
な
い
筈
で
あ
る
c

同
様
に
叉
悶
民
所
持
台
分
っ
て
そ
の
一
部

を
不
生
産
的
階
級
の
消
費
に
常
て
ら
れ
る
「
純
所
科
」
と
呼
ぷ
事
色
許
さ
れ
な
い
筈
で
あ
る
。
所
得
は
闘
民
会
開
炉

所
待
機
念
よ

h
凡
b
L

租
税
論

今、
月 J

盟主

O 

第
四
十
二
巻

凶
ノ、

務展を搭常し地主は社舎の公散であ，5とえふ見解でめる、この見I也から地主
の地代に針する重税を主張するならば J，(は所調ii正義ν〉問題」でめらう、併し
ワカードは巨義1f問題にする前に 71，つJ11!代ω本質在地代税の不明城を論殺
した。
Ricardo， ihid， p. I9I. vgl. p. 162， p. 184 
Gonner， Ri cardo and h日 crit山・ p.，Q3o. (appenaix tの“Principl凶行)
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所
得
概
念
よ

h
凡
だ
租
税
論

第
川
十
二
巻

第

W，~ 

O 

消
費
し
字
架
す
る
財
貨
の
総
長
で
あ
り
、

こ
の
卒
礎
の
中
に
は
常
然
同
家
の
諸
施
設
が
同
氏
八
王
聞
に
輿
へ
る
利
益

も
合
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
凶
民
会
悼
の
消
費
す
る
所
得
に
こ
そ
一
同
の
市
力
は
依
存
す
る
。

3
う
で
あ
る
と
す

れ
ば
差
常
り
批
判
の
的
に
な
る
も
の
は
「
一
同
住
民
の
異
質
の
市
は
総
所
判
何
よ
り
も
純
所
得
に
依
存
す
る
〕
と
云
ふ

ス
~
ミ
ス
や
リ
ヵ

l
ド
山
主
張
で
あ
ら
う
。
尤
も
ス
ミ
ス
は
こ
の
主
張
を
常
に
問
持
し
七
わ
げ
で
は
な
く
被

ω以
想

は
縄
問
叫
川
何
と
刷
刷
所
川
河
の
間

J

佐
々
、
口
ま
ょ
っ
と
ゐ
ピ
。

川
市
ら
好
国
け
っ
羽
毛
九
1
4
-二
t
k
v戸
市
主
位
、
ド
~
・

1
ト

ta--η
天
川
切
り

一に

h
l
u
刺
践
例
怖
が
~l試
味

L
成
時
い
い
一
…
同
住
民
の
出
品
質

i

す
る
組
所
科
会
古
川
町

L
て
ゐ
仁
ο

執
る
じ
リ
カ

I
ド
は
絡

始
一
貫
し
て
純
町
制
論
を
哨
へ
た
の
で
あ
る
の

シ
A

一モブ

I
は
耐
設
や
-
比
較
し
て
同
く
。
「
誤
謬
に
充
ち
た
不
明
瞭

な
概
念
か
ら
脆
L
て
、
め
る
が
ま
¥
一
の
生
に
近
づ
き
剛
氏
生
活
の
真
相
を
令
惜
?
と
し
て
そ
の
樫
史
的
意
義
と
と
も

に
正
し
く
理
解
す
る
局
に
雨
極
端
の
思
想
の
聞
を
調
停
す
る
事
は
ス
ミ
ス
の
し
ば
/
¥
賀
行
し
得
た
底
で
ゐ
る

カ5

こ
れ
は
リ
ヵ
!
ド
に
と
っ
て
全
く
不
可
能
な
事
で
あ
っ
た
。
論
理
的
矛
后
を
お
か
し
て
も
内
大
同
営
正
し
く

把
握
す
る
一
事
よ
旬
、
ふ
り
し
ろ
個
別
的
な
解
決
の
論
理
的
な
一
貫
性
の
方
が
彼
に
と
っ
て
重
要
な
事
で
あ
つ
だ
。

議
命
川
の
産
業
ブ
Y

ジ
ヨ
ア
や
有
産
階
級

ω
利
八
仙
の
亦
概
ゃ
な
代
表
者
た
る
リ
カ

l
ド
、
彼
は
叉
所
付
理
論
に
も

微
弱
徽
尼
悲
粧
掛
的
見
地
ぞ
適
用
し
七

ω
で
あ
る
o
」
か
〈
て
シ
ム

モ
ラ
!
の
攻
臨
時
下
目
棋
は
リ
カ

1
ド
に
置
か
れ
る

わ
け
で
め
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
，
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

所
間
「
純
所
科
」
L
」
は
資
本
家
的
企
業
の
下
に
存
有
す
る
牧
縫
(
竺
ユ
「
山
内
)
の
線
北
で
あ
ぺ
て
、
同
氏
の
治
資
す
る

、

、

、

、

、

、

所
得
(
出
口
r
C
2
5
2
)
で
は
な
い
し
」
一
五
ふ
事
貨
を
指
適
し
た
の
は
へ
U

F

?

ン
菌
作
品
嗣
判
事
涼
い
先
駆
ぷ
白
)
で
あ
つ
に
が

J
Y

Adulll Smith， ¥Veulth of Narions Vol. 1. I> 270 •

Schmoller， a. a. O. S. 9 
llennann， Staatwi，t.schaftliche Untersuchungen. Zw(:ite aLlft お 584汀
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L〆

~ 

モ
ラ

1
は
向
一
歩
進
ん
で
個
人
所
符
と
資
本
家
的
観
念
仁
る
純
所
科
目
混
同
を
批
判
し
ト
~
作
義
し
闘
民
所
得

に
闘
す
る
純
所
得
の
思
想
と
閥
嚇
し
て
個
人
所
科
(
特
に
勤
労
所
得
)
に
つ
い
て
も
純
所
科
部
分
を
認
め
る
主
艇
が
成

立
す
る
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
リ
カ

Y
ド
は
言
ふ
。
「
結
封
的
に
必
要
な
る
生
産
出
費
な
さ
2
∞
2
0『
君
主

5
5コ)

以

t
の
色
の
が
賃
鎮
の
名
隔
の
下
に
労
働
者
に
割
り
常
て
ら
る
る
の
常
で
あ
る
か
ら
、
此
の
三
日
ぴ
方
は

(
地
代
主
利

期
間
の
み
が
縄
所
得
一
ピ
あ
る
と
一
五
A

恐
ら
〈
明
き
に
失
す
る
で
あ
ら
う
。
北
ハ
場
ム
円
に
は
一
聞
の
純
牧
誕
の
一
部
は
崎
町
働
普

の
牧
得
す
る
所
と
な
h
持
働
者
に
山
て
必
は
貯
山
品
川
ぜ
ム
れ
、
十
有
し
〈
ぽ
賀
市
せ
ら
れ
、
叉

h

一
以
は
彼
れ
を
し
て
能
く

凶
防
に
貞
献
す
る
い
唱
を
科
し
め
る
で
あ
ら
う
よ
こ

ω
生
産
出
品
質
は
州
労
働
者
の
生
活
必
需
費
で
あ
っ
て
、

こ
の
中
に

は
山
知
旅
山
v

合
併
殺
色
合
め
勺
れ
弓

ω
が
此
川
地
で
あ
り
引
っ

ず

Lm場
ん
け
「
純
所
科
」
山
計
算
は
「
耽
指
し
の
計
慌
方
法
に
な

引
て
ら
へ
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
「
地
牧
徒
」
か
ら
が
一
本
の
補
償
却
分
P
T
控
除
し
た
時
り
の
「
純
牧
往
」
と
個
人
所
得

か
ら
生
活
必
需
費
を
控
除
し
た
残
り
の
内
山
所
得
(
『

5
2
さ
コ
「

9455ふ
と
は
奈
〈
異
っ
た
観
念
で
あ
る
。

モ
ラ
ー
に
よ
れ
ぽ
個
人
所
持
で
は
是
等
の
控
除
部
分
が
慨
に
所
謂
「
純
所
得
」
と
川
様
個
人
の
欲
望
充
足
に
役
立
つ

専
が
品
取
引
」
0
0

家
族
の
養
育
貨
は
「
生
産
品
H
L
で
は
な
い
。
蓋
し
誰
し
も
家
族
な
養
育
す
る
事
に
快
継
指
令
-
戚
じ
る
で

前
川

め
ら
う
か
ら
で
あ
る
。
費
用
と
云
へ
ば
所
得
苓
瞳
が
費
用
で
あ
り
、
欲
望
充
足
と
云
へ
ば
所
得
会
瞳
が
欲
望
充
足

ジ
ュ

を
意
味
し
て
ゐ
る
。
所
得
は
正
に
伺
人
の
精
岬
的
、
肉
盟
的
需
要
の
充
足
に
資
す
る

「
生
々
し
た
会
睡
」
(
町
一
コ
一
mt

耳目

damg
の
さ

N
E
で
あ
る
。
資
本
と
封
比
さ
れ
た
意
味
の
「
純
所
得
」
と
は
侍
利
程
稗
に
の
み
通
用
す
る
牧
盆
の

事
で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
ん
ヒ
人
格
の
生
活
能
力
を
培
ひ
養
ふ
所
得
の
概
念
を
導
き
出
す
事
は
出
来
な
い
左
。

力、

所
得
概
念
上
h
ノ
見
だ
粗
挽
論

事

務

O 

帯
四
十
二
巻

四
六
五

Ricamo， ibid. p. 336， note 1. ¥l'gl. p・ .~T4・ スミスが熟様T舎の報酬の巾に
教育費として投資された資本に甥するド均利i問を合めるのもこの一例であ
る。
日chmoller，a. o. O.時. 21. 

f-Iermann. a. a. O. S. 594 
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所
得
楠
念
よ
り
見
仁
和
税
論

山
大
ム
ハ

第

披

O 
四

第
四
十
ニ
拳

て
シ
ュ

モ
ラ
ー
に
よ
れ
は
「
所
仰
と
は
倒
人
が
財
産
を
減
少
す
る
事
な
く
、
自
己
及
び
・
一
家
族
約
舟
に
、
彼
の
精
一
柳

的
、
肉
韓
的
需
要
の
危
に
、
換
言
す
れ
ば
一
粧
梼
期
間
に
そ
の
人
格
性
会

5
・さ

=znFfs
ぞ
向
上
す
る
弱
に
役
立

ち
料
る
手
段
の
組
曲
」
で
あ
る
。
従
っ
て
共
は
生
産
地
桂
に
於
け
る
牧
谷
と
全
く
闘
係
山
な
い
概
念
で
あ
る
。

へ

戸

マ

ン

や

シ

ュ

モ
ラ

1
は
岡
氏
所
初
も
個
人
所
符
も
欲
望
充
足
に
役
立
つ
手
段
の
枇
牒
で
あ
っ
て
、

こ
の
中

に
所
間
「
不
生
産
的
治
資
」
に
常
て
ら
れ
る
「
純
所
作
」
の
存
荘
し
な
い
と
一
五
ふ
紺
を
問
調
し
た
c

殊
に
シ
ュ

モ
ラ
!

の
所
制
川
和
は
例
人
の
川
安
能
力
と
出
り
献
し
利
な
い
概
λ

却
で
め
る
か

A

ー
j
l
a
-
-
i
E

、
b
i
f
E
Z

、

引
も
月
ボ

t
ガ
磁
を
罷
く
此
h

枕
は
「
純
所
得
」
(
枕
淑
)
か
ら
貨
幣
を
恨
み
出
す
搾
取
の
袋
世
惜
し
は
な
く
て
、
人
格
に
翻
刻
す
る
負
権
分
配
の
手
段
で

察な
しけ
やれ
うば
O 孟ノな

ら
aとト

O 

モ
ラ
ー
は
か
、
る
結
論
に
ど
う
し
て
辿
り
着
く
か
、
今
そ
の
経
路
を
や
、
詳
し
く
考

L〆

ユ

先
づ
彼
は
つ
純
所
符
」
そ
の
も
の
が
租
税
そ
負
携
す
る
の
で
は
な
く
、
租
税
ぞ
異
に
荷
ふ
も
の
は
閥
民
会
開
で
あ

る
賄
に
住
目
す
る
。
剰
飴
課
税
の
思
想
に
よ
れ
ば
租
税
を
負
推
す
る
も
の
は
地
主
と
資
本
家
で
め
り
・
必
働
者
は

賃
銀
銭
則
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
租
税
を
純
所
得
の
所
有
者
に
轄
嫁
す
る
事
に
な
る
。

か
く
て
負
轄
の
平
等
も
そ
の

分
配
も
結
局
有
産
者
花
け
の
問
題
に
な
る
。
併
し
れ
U

し
ろ
下
層
階
級
が
多
く
負
携
を
荷
っ
て
ゐ
る
の
が
現
賀
の
朕

態
で
あ
る
。

叉
少
数
の
資
本
家
の
「
純
所
特
」
が
如
何
に
大
き
く
て
も
、
其
は
直
ち
に
一
闘
の
租
税
力
の
大
な
る
を

一
不
す
も
の
で
は
な
い

2
0

罪
、
に
租
読
を
負
携
す
る
も
の
は
人
格
性
を
抽
象
さ
れ
た
様
な
「
純
所
得
」
で
は
な
く
、
個
や

の
具
膿
的
な
人
格
(
即
ち
凶
氏
)
だ
か
ら
で
あ
る
。
「
勢
働
者
は
何
れ
も
同
民
で
あ
る
。
躍
に
租
粧
の
支
排
ひ
ば
か
り 主]:1

S<:hmoJler， a. a. O. S. 52 
シュモラーの所翻「畢IJ録課税」の批判はシェプレ刀法・の主n~:毛ノグラフに枝被
告?置いてゐる。 ~ch乱伺~~-. Mensch und Gut in der VoIli:~wjT t.schaft ， od. del 
e' h ich.an thropt 11ogi~che 山ld der chrematist:iscne St.:mdpunkt in der National 
olwnomie mit be:-onderer Rucks】chtauf die G:l'UT..c1principien der Steuer1ehre 
1861 (Deut'c he V ieteIjahrschrift ) この<Jlでシェフレは慨に「会〈不明確な
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で
は
な
い
が
、

父
こ
れ
に
よ
っ
て
色
闘
民
た
る
事
を
白
魔
す
る
筈
で
あ
る
。
企
業
者
は
何
れ
志
現
に
闘
家
の
設
展

に
寄
輿
し
て
ゐ
る
。

叉
こ
の
事
・
討
を
片
時
も
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
。
側
人
が
単
な
る
生
産
的
動
物
(
『
巾
一

-5

ざ

CEE--】ω
門
】
巾
『
)
と
な
ら
な
い
様
に
、
個
人
を
し
っ
か
り
岡
山
水
に
結
び
つ
け
て
ゐ
る
紐
帯
、
共
は
現
に
す
べ

τの

所
得
を
比
例
的
に
課
税
す
る
と
-
五
ふ
収
古
の
中
に
現
れ
て
ゐ
る
o
」
租
税
は
全
岡
氏
の
関
心
事
で
あ
る
。
共
故
に
春
一

本
門
家
の
利
益
を
代
表
す
る
様
な
経
稗
感
の
怯
則
、
殊
に
「
純
所
得
」
を
追
求
す
る
白
由
競
争
の
中
に
自
然
的
に
・
討
現

ず
る
様
な
稗
嫁
法
則
を
以
て
租
穂
の
「
根
本
原
則
」
t

ど
な
す
事
は
出
来
な
い
。
租
税
論
の
原
理
は
閑
民
生
活
を
人
k

哩

と
ー
し
て
担
保
す
る
岡
山
水
軒
目
撃

ω
中
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

~
l
h
/
1
 

d
一

一

rt

一プ

j
力
当
日
引
い
江
川
忠
一
仁
立
工
、
一
り

一一

L
T
A
L
i
i
、

i
J
l

と
に
か
，
t
和
松
山
内
列
的
什
は
側
々
の
人
情

i
;
;
!
?
j
i
r
J
1
 

勺
』

υい
川
1
4

川
畑
れ
戸
川
一

3
4

て
ゐ
る
と
J
4

れ
は
同
氏
Aγ

酷
い
」
M

m

J
り
す
れ
ば
、

こ
の
人
格
じ
割

L
一
し
む
る
パ
く
公
-
寸
に
れ
ん
的
合
分
配
す
べ
き

で
あ
る
リ
そ
し
て
こ
的
分
配
の
基
準
と
な
る
も
の
は
常
然
人
格
に
山
姥
附
属
す
る
人
格
的
所
作
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ら
フ
。
英
岡
山
古
典
準
探
や
其
の
枕
れ
を
汲
な
猫
乙
の
財
政
串
者
は
倒
入
所
む
の
中
に
純
所
得
部
分
を

-
認
め
て
、

こ
れ
を
伽
人
ぷ
劃
す
る
負
搭
分
配
の
基
準
と
し
た
。
併
し
「
縄
所
作
」
は
h
u
し
ろ
祖
暁
が
な
艇
油
開
の
資
本

を
侵
害
す
る
事
な
く
徴
牧
さ
れ
る
枕
加
の
意
味
で
あ
る
。
「
租
税
は
資
本
を
侵
害
し
、
駒
市
市
の
小
一
斎
一
を
妨
害
し
て
は

な
ら
な
い
と
云
ふ
第
一
的
要
求
が
資
本
化
さ
れ
る
剃
飴
だ
け
を
租
税
日
分
配
の
拡
散
T
E
し
て
捕
捉
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
と
云
ふ
第
二
の
要
求
を
必
然
的
い
い
含
ん
で
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
。
惟
ふ
に
こ
の
川
ひ
に
封
し
て
然
り
と
叫
ん
日
へ
る

事
位
大
な
る
論
珂
的
飛
限
を
犯
か
す
も
の
は
な
い
O
L
即
ち
「
純
所
科
」
は
租
設
の
経
封
額
に
劃
す
る
何
科
か

ω
北川準

所
得
概
念
一

fJ
礼
三
侃
段
冶

匂P

~，t 

第
叫
十

-

a

作』

o 
h 

河
ム
ヘ
仁

つかみ所のないl凶li!:u)練所得ではな<:Jb閥的な個々の人権に基礎を置〈ー祖
枕を提唱した。
邑chmoller，a. a. O. S. +2. :::4) derselhe， S. 30. 
Schmoller. a. a. O. S. 37 このシ日ーラーの主張は「臣民は同家の保護の，.-
に各自享架する所得に際じ比例しつ納防すベし」と云ムスミスの平等原則と
典らない様に 'Lえる。併し岡者の所前所得が根本的に軒I注する事を注意しな
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川
得
概
念
上
向
児
だ
相
品
川
論

第
間
十
一
一
巻

一ドな

h
科
る
だ
ら
'
勺
が
、
例
人
に
到
す
る
負
拾
の
相
劃
額
五
機
分
配
い
場
令
)

川
」
ハ
ヘ

弔

問主

。

に
ぺ
い
て
は
何
等
じ
い
刺
す
べ
手
法
準

と
は
な
h
p
符
な
い
。
前
述
の
如
く
個
人
所
得
に
闘
す
る
の
槻
念
自
醐
胞
が
あ
い
ま
い
行
か
ら
で
あ
る
つ

「
純
所
得
」
正
「
租
耽
の
分
配
」
と
は
絶
卦
に
相
容
れ
る
事
の
出
来
な
レ
観
念
で
J

の
4
9
0

斯
く
て
負
指
分
配
の
一
基
準
と
な
る
も
の
は
人
絡
的
所
得
以
外
に
あ
h
得
な
い

「
純
所
得
」

人
的
所
得
は
資
本
家
的
生
産
と

の
閥
係
そ
入
h

〈
離
れ
て
、
制
人
の
泊
費
粧
掛
に
存
た
す
る
消
費
手
段
の
一
睡
で
あ
る
。
従
っ
て
具
、
改
租
抵
の
搾
取

さ
れ
る
枕
凶
ー
と
は
ぷ
へ
な
い
。

党
以
L
と
ぷ
~
ザ
ヰ
存
悦
・
司
、
h
l
o
f

必
斉
量
L
P
一
山
川
日
守
、
壁
、

C
D
5
J
H
Y汀
リ

F
t
沌
こ
へ
ん
待
ヒ

F

L

一

〆

J
1
l
Hド
ド

1
1
1
1
1
4
l
i
(
ω
u
t
-
-
4
l
i
y
J
J

こ
の
所
得
が
人
格
の
負
撚
す
る
あ
ら
ゆ
る
租
視
の
選
準
と
な
る
時
に
、
始

め
て
租
視
の
指
導
原
理
と
し
て
公
平
負
拾
の
原
則
を
係
立
す
る
事
が
出
来
る
。
何
故
正
一
五
ふ
に
こ
の
場
合
に
は
人

格
の
泊
費
能
力
を
直
接
表
示
す
る
所
得
と
個
人
の
負
携
全
額
と
の
闘
係
が
明
か
に
な
る
か
ら
で
あ
る
む

置
は
搾
取
の
機
械
よ

h
一
轄
し
て
佃
人
の
消
費
生
活
、
文
化
生
活
と
庇
い
交
停
を
持
つ
事
に
な
る
。

き
れ
、
質
的
差
別
公
象
徴
し
て
ゐ
る
。

【
註
】
今
古
典
些
源
k
u
y
コ
モ
ラ
ー
の
説
の
野
市
一
を
左
に
闘
製
化
し
て
見
る
と
、

古
典
出
干
市
山
川
リ
組
税
|
単
純
な
収
入
(
搾
取

)
l
l縄
所
得
1

1
資
本
家
的
生
産
、

三
モ
ラ
!
口
組
稔

l
人
格
に
野
す
る
負
婚
の
分
配
l
l
l人
的
断
品

l
l人
格
的
消
費
、

rein okonomische-

c.hrematistische 

Standpunkt 

純
所
得

一
廉
↑

一
山
一

↑

U
廿

一

家
一
酔

じthischピ
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メtandpunkt

か
〈
て
租

./ 't ψ 主
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ければなら向。スミスの所得とは地代、利1担当、労銀であり、従つτ租殺をi'l
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シ
ュ
モ
ラ
l
読
の
吟
味

自
由
主
義
思
想
を
象
徴
す
る
「
市
縄
な
財
政
牧
入
の
足
地
」
ば
租
税
の
汲
み
出
き
れ
る
物
質
的
生
成
診
常
に
念
頭

に
置
い
て
ゐ
る
。
蓋
し
租
積
が
唱
な
る
搾
収
装
置
に
過
ぎ
な
い
と
す
れ
ば
、
課
穂
方
法
や
租
枕
を
負
携
す
る
人
格

よ
り
色
、
祖
抵
の
搾
取

3
れ
る
暁
源
帥
ち
純
所
得
と
か
物
財
(
川
崎
ぽ
貨
幣
)
の
数
量
と
か
、
資
本
の
生
癒
力
と
か
Y
先

づ
問
題
で
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
つ
ム
庖
で
ん
s
か
〉
る
見
地
と
ん
k

く
逆
に
租
叫
怖
を
負
橋

t
る
色
の
は
瓦
一
惜

的
な
人
絡
で
あ
る
左
瓦
ふ
鮎
を
強
調
し
ゃ
う
正
す
れ
ば
、
組
暁
の
負
携
者
は
物
質
的
生
産
の
領
域
を
離
脱
し
た
「
白

山
川
叫
人
綿
一

綱

同

悦
1

口
L

畑
の
外
に
叫
に
現
枕
の
間
収

τ
れ
る
つ
物
悼
し
え
は
つ
将
惜
し

で
あ
る
ど
考

γね
ぶ
な
ら
な
い
コ

祖
枕
を
主
髄
(
人
向
附
)
と
主
惜
(
へ
俗
-U
捕
時
特
た
る
刷
阿
寒
)
と
の
縄
粋
な
人

絡
的
闘
係
に
還
元
す
る
フ
オ
ヴ
ケ
の
主
張
は
こ
の
適
例
で
あ
る
。

「れ
F
E
E
D
-
d
T
-
P
ア
+

J

F

，ー、rr:rH
〈
自
民

F
E
F

、
の
知
事
概
念
ぞ
認
め
や
し
て
、

こ
の
主
張
に
よ
れ
ば
租
暁
の
本
質
は
岡
家
と
岡

民
と
の
法
律
的
、

政
治
的
閥
係
に
藷
き
る
が
様
に
思
は
れ
る
。

モ
ラ
!
の
設
は
品
川
も
こ
れ
に
近
い
。

ジ

ュ

‘ シ〆

品

?
フ
ー
に
よ
れ
ば
緯
利
経
済
に
直
接
闘
係
ゐ
る
経
碑
量
は
租
税
主
浸
交
博
一
で
あ
る
。

叉
彼
の
所
謂

「
所
得
」

寸
浸
枕
さ
れ
る
院
源
」
(
ぎ
コ
?
と

2
Z忘
年

2
2
会
一
皇
内
)
で
は
な
く
、
人
終
に
封
ず
る
「
負
帯
分
配
の
某
準
」
(
〈
内
ア

で
あ
り
、
人
俸
の
外
に
濁
立
す
る
「
牧
徒
」
で
は
な
く
、
人
格
化
さ
れ
た
消
費
手
段
の
一
睡
で

日
巾

HT-zmω
コ】
m
S
2
2
r
)

ゐ
る
。
か
く
て
租
院
を
市
な
る
搾
収
と
見
て
そ
の
物
的
基
従
を
重
要
組
す
る
立
場
L
」
臼
己
の
立
場
(
印
ち
人
併
に
封
す

る
民
慢
の
分
胞
を
噛
調
す
る
立
場
)
を
段
密
に
阪
別
し
ゃ
う
と
す
る
シ
ュ

モ
ラ
!
の
主
張
の
第
一
歩
は
光
づ
「
牧
谷
」
(
縄
所

所
得
概
念
土
v

り
見
た
組
鴎
論

帯
凶
十
二
巻

2再

E虚

四
六
九

O 
ヒ

は

円chmollf'r，S. 43・ シょ毛ラー流の所得概念(f~ll税論の桜底に置く時は楓1貨
の輔嫁現象ば無税 3 れ~.;:;を件なL、。何日L Kaiι1， D国 Lehrevon der Uber 
w丑Izungder Steuern. 1882， S， 58江)
Schmol1er， rt. a. O. S・ 32•
Schmoller. a. ::l. (). S. 32. シ 1 モラー fJ身は「正義の原則」と云ってゐるが、
これは社合政策的原則iJ~意味するより色、際能原則であると:考へ巳れ昌理由が

26) 
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所
得
栴
念
よ
h
J
見
に
租
税
論

第
四
十
二
巻

四
七
O

第

就

O 
;¥. 

P同

f-'rf 、d

と
「
所
特
」
と
を
概
念
的
に
峻
別
す
る
虚
よ

h
始
ま
る
。

其
故
に
私
も
所
符
か
ら
「
牧
往
」
の
性
質
を
こ
と
ハ
¥

く
扮
象
す
る
U

ユ
モ
ラ
!
の
設
を
先
づ
問
題
と
し
ゃ
う
じ

雨
者
の
匝
別
は
元
来
、
γ

ュ

モ
-
フ
ー
が
家
計
の
一
欲
望
充
足
艇
掛
を
中
心
と
し
て
所
得
概
念
や
}
規
定
す
る
所
に
来
悶

し
で
ゐ
る
。
若
し
川
引
を
純
粋
な
消
費
手
段
L
L
す
る
な
ら
ば
、
安
一
本
家
的
企
業
の
生
産
す
る
「
牧
谷
」
は
一
一
際
所
得

勾
〈

V

ム
μ

刊

川
料
航
念
の
中
じ
は
的
出
釘
.
手
時
正
一
定
の
人
格
と
の
人
的
附
開
局
mMAJJ
士
れ

τゐ

耽
益
概
念
の
中
に
は
生
直
叶
一
ぎ
れ
に
債
値
と
共
淑
泉
〔
土
地
、
資
本
、
労
働
)
曹
と
の
物
的
闘
係
い
か
合
ま
れ
て
ゐ
る
c

と
阪
別
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

「
純
所
得
」
は
安
本
と
の
闘
係
を
離
れ
て
考
へ
ら
れ
な
い
か
ら
常
然
枇
盆
椀
念
で
み
る
け
れ
ど
色
、
古
典
隼
慌
の
所

淵
地
代
、
利
潤
、
努
銀
等
も
人
格
と
の
闘
係
よ
り
な
し
ろ
企
業
に
於
け
る
生
産
要
素
、
左
の
物
的
闘
係
宇
佐
象
徴
し
て

ゐ
る
か
ら
牧
往
左
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
従
っ
て
所
得
は
そ
の
生
主
任
に
闘
す
る
方
而
を
一
切
抽
象
さ
れ
た
純
粋

な
消
費
手
段
で
あ
h
，
、
同
時
に
所
刑
判
を
消
費
す
る
主
艦
(
其
は
叉
納
税
主
俄
で
あ
る
)
も
資
本
家
的
生
産

E
の
闘
係
を
会

来
る
c

モ
ラ

I
の
所
得
慨
念
は
凡
そ
か
〉
る
柑
限
に
ま
で
純
粋
化
す
る
事
が
山

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

た
ぎ
重
要
な
事
は
「
財
産
を
減
少
す
る
一
ゃ
な
く
一
定
期
間
に
人
格
の
欲
望
充
足
に
役
立
つ
一
」
と
一
五
ふ
規
定
だ

く
離
れ
た
純
粋
な
消
費
者
で
あ
る
。

シ
ュ

け
で
め
る
C

(

前
古
1

シ
ユ
モ
ヲ
!
の
定
義
参
照
)
そ
こ
で
古
典
皐
仮
の
所
謂
「
査
本
と
所
得
」
は
貨
は
管
利
経
済
の
「
安
本
と

牧
持
」

古
典
血
中
慌
の
見
落
し
だ
家
庭
椛
減
で
は
「
財
産
と
所
初
」
と
一
疋
ふ
新
し
い
概
念
が
生
や
る
わ
け
で

で
あ
り
、

J

乙弓
h
V
ハ↑

「
牧
話
」
を
代
表
す
£
企
業
と
「
所
得
」
合
代
表
す
る
家
計
は
資
本
主
義
総
沸
が
円
相
旧
民
寸
る
程
、

い
よ
/
¥
明
確
に

多い、例へば彼は高率の累進干立を排斥してゐる，71:色トライチ伊に信:τ7:公
開杭(1874-75)の中では「分耐の正義 i(verteilend~__ I';cn::ch t.igl、cりを質現する
手段の中に潤税を入れてゐ ioVg1.-Schmoller， Uher einige Gnmdfrag印 de，
SociallJolitik llud der ¥:アolkswirtschaft1shre.討・ 94fI 
Vocke， Die Ahgaben， Auflagen und Steuer vom ~tanòp l1:[j .k.te der G叫 cbicht'c

unrl der SittJich 1、eit (1887) S. 246. フオヴケは租材1:ロ)沖:買を負携の分西日
29) 



分
裂
す
る
と
一
五
は
れ
る
つ
併
し
こ

ω
分
裂
は
他
而
に
於
て
二
つ
の
料
漕
は
流
溢
過
田
村
を
通
じ
て
い
よ
/
¥
・
官
接
に

交
持
す
る
。
資
本
主
義
経
済
が
殺
達
す
る
拝
、
多
く
の
人
々
は
勢
働
力
を
企
業
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
同
時

に
、
倒
人
の
「
財
点
」
は
康
〈
企
業
の
震
に
動
員
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
資
本
に
非
る
財
産
、
牧
徒
に
非
る
所

得
の
存
・
一
仕
「
る
捻
地
が
ま
ず
/
¥
少
ノ
よ
性
る
わ
け
で
あ
る
。
尤
も
シ
ユ

モ
ラ
!
の
様
に
家
計
の
欲
望
充
足
を
巾
心

に
し
て
考
へ
る
と
「
資
本
と
牧
議
」
の
範
同
に
入
ら
な
い
「
財
庵
と
所
符
」
ば
比
較
的
多
い
。
印
も
こ
れ
は
す
千
融
市
財
産

(
実
庭
、
庭
閥
、
吉
且
(
)
で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
交
げ
る
字
饗
は
正
確
に
貨
幣
債
怖
に
見
積
る
い
半
ば
山
高
官
な
い
か
こ
れ
・
6

・
亦
所
得
に
絞
へ
て
よ
い
筈
で
あ
る
。
併
し
こ
の
す
争
終
は
財
産
か
ら
切
雌
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
財
庄
の
利
用
そ
の
も

の
に
か
ら
、
賃
貸
一
方
れ
ぬ
家
開
や
山
本
日
比
は
川
右
者
の
利
用
の

-mに
剣
心
的
耗
す
る
で
み
ら
う
。
従
っ
て
か
h

る
財

産
よ
り
受
け
る
享
礎

'e所
得
L
」
同
一
倣
す
事
は
1

財
産
を
減
少
す
る
事
な
く
」
と
一
五
ふ
か
ヰ

臆
す
る
、

弔
一
プ
!
自
身
の
定
義
と
矛

一
定
期
間
に
消
規
し
狩
る
所
得
を
周
期
的
に
'
ち
た
ら
し
而
色
元
本
を
減
少
す
る
恨
の
な
い
財
産
は
資
本

以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
従
っ
て
叉
家
庭
続
漕
に
於
げ
る
「
所
得
」
は
資
本
家
的
生
成
に
於
げ
る
「
牧
往
」
の
一
一
向
に

過
ぎ
な
い
。
加
之
所
得
の
支
出
の
方
面
に
注
目
す
る
な
ら
ば
亙
に
「
牧
議
L
と
所
仰
と
の
闘
係
は
密
接
で
J

の
る
つ
何

故
L
」
云
ふ
に
所
符
の
ト
ペ
出
印
ち
川
崎
川
財
の
昨
日
ば
こ
れ
全
企
業
の
別
相
d

・
つ
は
れ
ー
は

L

尚
リ
川
山
収
一
日
で
h

h
一
兆
故
に
父

「
牧
益
し
の
寅
現
だ
か
ら
で
み
る
。
共
伎
に
所
件
の
之
出
の
減
少
は
は
ち
に
全
装
の
生
売
却
ち
牧
往
の
量
に
反
映
す

る
せ
一
山
で
ゐ
る
。
期
慌
に
牧
科
及
び
文
出
の
市
川
方
而
か
ら
所
持
を
艇
油
開
的
巡
環
の
一
段
階
正
し
て
環
解
す
る
時
は
所

ね
と
牧
益
の
嗣
係
は
極
め
て
街
様
で
あ
る

所
得
幌
念
上
り
止
だ
砥
挽
論

弔
問
十
二
巻

Z高

司t

四

ヒ

O 
九

(1.師ten¥lert白 lung)に求めてゐる。
~hmoUer. ". a. "rJ. S・36.
Scb江町民 メ'~uern. al!g. T，ピiJ.S. 32. 制巡では ζ レ人意味で Einlωmmen と

Ert目立公民c81Jするのが普遁である。従って「土地の峨往J資本ω岐盆Jf努働
力の牧往」と云J、文字が用ひられてゐる。英同ではた-.;，， 1Dιome“(古典準源
では

30) 
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所
得
概
念
よ
h
見
h
L

租
税
論

第
阿
十
二
巻

第

拡

O 

四
七

さ
て
こ
冶
で
再
び
本
論
に
障
る
c

モ
ラ

1
は
所
詞
「
剃
飴
課
税
」
の
思
想
に
封
し
て
租
税
の
人
格
的
根
披
を

闘
調
す
る
怨
に
租
税
の
搾
取
さ
れ
る
「
純
所
科
」
(
収
き
と
負
指
分
配
の
基
準
で
ふ
る
「
所
科
L
，
と
を
概
念
的
に
峻
別

し
た
。
乍
併
、
所
得
土
「
牧
盆
L
従
っ
て
所
科
と
資
本
が
現
貨
の
純
祷
杭
ん
刊
で
不
断
に
交
錯
し
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、

、
〉〆

1 

租
税
を
人
絡
に
劃
し
て
分
配
す
る

4
2
一
五
ぴ
、
租
税
に
よ
っ
て
一
定
の
債
航
畳
を
資
本
家
的
生
売
刑
台
よ
り
引
法

l
-
i
z
、
、
二
、

z
t
〆

』

ぷ
す
正
一
ヱ
ヴ
村
』

f
q
u
b
z
唯
一
ア
!
の
一
考
へ
る
程
相
容
れ
な
い
も
の
て
は
な
い
と

H
H
マヨ

l
;
、

》

内

J
1
4
1
川

)

ι十日町

f
t
7
1・t
L
r
U
J
L
A
V
ル
n
h
J
p
f
o

一
回
宇
佐
山
川
制
寸
ぷ
イ
ラ
オ
引
#
ー
で
ふ
1
り
、

政
策
上
の
「
見
地
」
や
一
原
則
し
で
ふ
り
ゅ

一
定
mw
「
似
則
」
に
よ
っ
て
拍

導
さ
れ
る
'
と
こ
ろ
の
租
税
政
策
(
課
税
技
術
を
含
む
)
で
あ
る
。
今
シ
ュ
モ
ラ
!
の
所
謂
「
租
耽
の
根
本
原
則
」
却
も
公
平

負
擦
の
原
則
に
基
い
て
人
的
所
科
を
某
準
に
租
税
(
所
得
税
」
が
賦
課
さ
れ
た
と
す
る
c

こ
の
揚
令
官
説
枕
技
術
上
よ

h

見
れ
ば
租
税
は
人
格
の
消
費
財
枇
梼
を
中
心
と
し
て
賦
課
さ
れ
る
筈
で
&
る
が
、

3
う
だ
と
し
て
も
結
局
「
牧
益
」
の

課
税
た
る
事
に
趨
ム
リ
は
な
い
。
共
は
卸
ち
ご
っ
の
勤
に
於
て
ず
あ
る
の
第
一
に
所
得
は
そ
の
枇
得
の
方
面
か
ら
見

て
経
掛
枇
舎
か
ら
消
費
税
梼
に
流
入
し
た
「
枇
議
」
の
形
態
趨
化
に
過
ぎ
な
い
。
旦
又
「
肱
益
」
以
外
の
欲
望
充
足
手

段
を
租
枕
に
よ
っ
て
訟
す
所
な
く
と
ら
へ
る
事
は
課
税
技
術
上
困
難
で
も
あ
る
c

第
二
に
所
制
作
の
文
出
は
結
局
企

業
の
則
か
ら
阿
見
れ
ば
尚
nm
の
販
賓
枇
往
の
・
笈
現
で
あ
る
か
ら
、
家
計
を
中
心
と
す
る
謀
税
も
前
日
叩
或
は
耽
益

司干

に
劃
す
る
課
税
と
客
観
的
、
量
的
に
は
同
一
で
あ
る
。
従
っ
て
商
品
生
産
枇
舎
に
劃
す
る
作
用
か
ら
見
れ
ば

あ
ら
ゆ
る
租
税
は
結
局
資
本
蓄
積
に
劃
す
る
一

つ
の
障
害
で
あ
る
。
如
何
な
る
租
税
も
筈
惑
の
選
樟
に
他
な
ら
ぬ

と
一
耳
ふ
リ
カ

l
ド
の
思
想
は
こ
の
軸
仁
由
来
し
て
ゐ
る
。
か
冶
る
純
粋
な
量
的
観
察
方
訟
の
官
否
は
別
と
し
て
、 (貨

財産 (Vermogen)l:云ム言葉od，いまいさの伐に其(主勢働力を'合u'事事ヘJち
品。例へばへルマンは賃銀を以て労働者が ';-ermdgc!l k"消耗する事なく消
費し得る所得と見倣した。 (Hermann.a. a. O. s. 584・J
Sch回 oller，a. a. U. S. 52. 
Andreae， Bausteine zur einer univcrsalistischen StC1JI:':了lchre.S. 60. 
Vgl. Meyer. a. a. (). S. 166 
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人

格

的

所

得

の

質

的

差

別

を

考

慮

す

る

主

観

的

謀

説

も

経

済

的

作

用

の

閤

外

に

立

つ

も

の

で

は

な

く

、

客

観

的

に

見
れ
ば
人
格
に
卦
す
る
課
税
の
中
に
同
時
に
所
謂
「
剃
訟
課
枕
」
色
合
ま
れ
て
ゐ
る
と
云
へ
や
う
。
租
税
を
負
携
す

る
人
格
と
租
耽
の
物
的
基
礎
(
資
本
家
的
生
産
)
こ
の
中
何
れ
を
重
〈
評
債
す
る
か
と
一
玄
ふ
事
は
人
々
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
の
問
題
で
あ
る
。

【

註

】

プ
ロ
シ
ャ
的
な
所
得
の
綜
合
課
税
は
久
し
く
牧
舎
夜
或
は
英
同
式
源
泉
課
檎
と
全
〈
相
容
れ
な
い
「
目
的
」
と
械
能
を
持
っ
と
考
へ
ら
れ
て

ゐ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
へ
ル
マ
シ
・
シ
ユ
モ
ラ

I
流
の
所
得
概
念
が
有
す
る
傭
統
的
な
勢
力
も
少
か
ら
十
影
響
し
て
ゐ
る
。
即
ち
地
代
、
利

潤
、
勢
銀
が
そ
れ

L
¥「
牧
徒
」
で
ゐ
h
¥
土
地
、
資
本
、
労
働
が
そ
れ
ん
¥
「
牧
盆
の
源
泉
」
T
あ
る
な
ら
ば
、
殿
舗
の
組
稔
に
分
化
し
て
「
牧

続
」
の
断
片
す
企
業
に
於
て
淑
泉
的
仁
謀
枕
す
る
水
、
同
式
り
所
得
税
は
買
は
名
の
み
で
、
田
平
な
る
「
牧
往
崎
」
の
集
A
q
H

に
過
ぎ
な
い
で
あ
ら
う
、

こ
れ
は
所
得
を
綜
合
的
に
課
税
す
る
プ
ロ
シ
ャ
的
所
得
枕
を
解
賛
す
る
場
合
に
し
ゴ
/
¥
川
引
子
つ
れ
る
論
法
ぜ
ゐ
っ
た
、
併
し
が

L

品、

7
!
の

一
日
」
が
川
主
、
資
本
家
的
4
一
度
及
び
分
配
か
刊
は
iruλfr
叶
芳
成
し
む
レ
、
純
蛸
什
な
抽
旧
制
臥
守
政
ー
し
て
」
所
得
句
却
も
海
部
訓
告
か
ら
ん
ム
〈
佐
却
し

v

制
人
的
袖
政
的
過
山
円
に
於
げ
品
精
油
川
的
、
物
計
、
州
日
午
出
市
千
除
、
断
品
川
な
所
開
刊
は
知
何
な
る
組
枕
に
よ
っ
て
色
完
全
に
捕
捉
き
れ
な
い
。
強
い

て
斯
様
な
諜
院
を
貰
む
し
ゃ
う
と
す
れ
ば
、
其
は
一
元
来
フ
公
子
氏
櫓
」
の
見
地
k
b
出
資
し
て
ゐ
る
に
も
拘
-
二
γ
様
々
な
脱
税
に
よ
っ
て
こ
の
原

則
と
先
づ
ヂ
盾
す
る
と
云
は
れ
る
。
資
本
主
義
的
生
波
及
び
分
配
方
法
に
反
す
る
様
な
埋
念
か
ら
山
内
援
し
て
ゐ
る
プ
ロ
シ
γ

的
所
得
税
が
、
こ

の
方
法
に
順
癒
し
て
ゐ
る
英
闘
の
所
得
税
と
比
較
し
て
事
〈
の
効
果
を
あ
げ
る
事
が
向
山
本
な
い
と
云
ふ
事
貰
を
指
遁
し
た
の
は
ハ
イ
ン
り
ノ
ヒ
・

川
崎

司ア

I
チ
ヱ
ル
で
あ
う
た
。
最
近
、
テ
シ
ユ
マ

P

ヒ
ー
ー
も
所
得
税
は
又
人

?ω
経
済
社
舎
に
山
め
る
客
観
的
な
地
佼
(
地
主
、
企
業
家
、
品
労
働
者
)

や
こ
の
地
位
に
煎
じ
て
北
得
す
る
「
枚
盆
」
一
い
つ
レ
て
考
慮
し
な
わ
れ
ば
な
ら
な
い
と
論
じ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
所
市
山
栴
念
規
定
心
仕
方
及
び
所

得
視
の
構
也
が
資
本
主
義
制
脅

ω現
賓
と
合
致
し
て
ゐ
る
か
否
か
と
-
4
ふ
環
論
的
、
技
術
的
問
題
で
ゐ
る
。

結

論

手〆

品

モ一プ

l
の

論

文

は

古

典

皐

仮

に

到

す

る

イ
J

ア
オ
ロ
ギ
ッ
シ
ュ
な
反
駁
で
J

の
る
貼
に
共
特
色
を
持
っ
て
み
る
の

祖

枕

を

搾

取

装

置

土

日

比

て

そ

の

物

的

基

礎

を

な

す

資

本

家

的

生

産

の

屯

要

性

を

強

制

す

る

事

は

産

業

資

本

併
し

所
得
概
念
ど
与
見

h-m説
諭

四

七

第J

wt 

第
阿
十
二
巻

l四 chmacher，a 込 O.s. 107. r JÍf~iJiHlj~代的所得積も亦本質的にはよ吹徒に封
寸Z租税に他ならな"0tごY救盆を(J!止命枕とは)BIJの組合せに於て且つ>;11
の諜枕方法で補拠してゐるに過ぎないo
V ~l. l'tlei由 rer，Ste町r~ystem l1no voll叫 V山 schaIltlicheKreIslallf (F】nanz:archi¥

N~ F. 1934・) プラィヂラーは所得に劃する誕枕は資本蓄積を阻害する事必
しとするヲンベ (La-mpe，Rein~ .'"!'tg!OTR-e der Finanzreform4 F. a. N. F.) に

，61 
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所
偽
物
念
I
L
η

一
見
仁
組
枚
論

仁

PLJ 

JJi 

抗

竹
山

I
N
寸一一巻

家
の
立
場
に
他
な
ら
ぬ
が
故
に
附
民
生
活
入
h

刷
版
の
立
場
よ
h
凡
て
租
税
は
人
格
に
針
す
る
負
慌
の
分
配
で
あ
る
と

一E
ふ
事
貨
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
c

か
う
云
ふ
議
論
で
あ
れ
ば
租
税
の
物
的
基
礎
も
等
し
く
岡
民
的
な
問

題
で
あ
る
か
ら
こ
れ
ぞ
軽
副
す
べ
き
で
は
な
い
と
反
践
す
る
事
が
出
来
ゃ
う
。
併
し
こ
れ
は
立
場
の
相
速
に
基
く

相
封
的
な
論
争
で
め
れ
リ
、

政
策
上
の
話
以
則
の
取
拾
剛
山
障
論
に
過
ぎ
な
い
。

は
D
Y
Z

;

(

 

E
-
7
!
一-可

LryJtリーリ
l
M
R
t
〉
。
v
h
J
1
E
A
」
司

4
2
7
E
1
2
t
〉
司

;
1
v
J
L
J
L
手
配
Eト
ト

E
じ
刀
、
J
J
H
J川
ド

h
l
t
v
d
u
v
(
7
カ
J

》

K
I

ん川市
hyJ

比
叫
，
。
二
十
け

ノ

ト

れ

ウ

i
Jし

H
t叶
ペ
ブ
ノ
コ
t

…
h
p

川
悦

M
M
付
け
乙
舟
に
利
税
の
一
山
川
で
心
:
「
和
問
帆
の
十
均
質
し
!
)
一
五
ば
れ
る
も
の
が
-
一
瞥
し
ゃ
う
。

組
枇
は
公
共
的
支
出

を
附
川
ふ
品
川
に
な
経
済
よ
り
徴
耽
コ
れ
る
桃
力
的
牧
入
で
あ
る
と
一
五
は
れ
る
ぐ

こ
の
椎
力
的
被
牝
の
必
然
性
は
閥
家

一
か
生
産
的
地
盤
を
離
れ
て
生
・
斥
手
段
が
個
人
の
私
作
に
蹄
し
た
時
、

て
後
生
一
す
る
。

印
J

り
花
む
財
産
制
の
確
立
し
亡
時
代
に
始
め

こ
の
場
合
租
税
の
物
的
拡
礎
た
る
生
康
は
批
に
桐
人
の
生
産
物
の
在
行
(
所
尚
凶
分
配
)
を
前
提
と
し

て
ゐ
る
と
一
五
へ
や
う
。
従
っ
て
税
減
を
貰
農
事
源
流
に
「
純
生
産
物
」
'
と
し
て
も
市
典
皐
祝
流
に
「
純
所
特
」
と
し
て

も
租
税
と
税
源
の
闘
係
は
械
な
る
物
的
闘
係
で
な
〈
在
宿
財
車
問
(
従
ワ
て
所
向
)
の
所
有
者
と
の
人
的
閥
係
(
人
格
に
封
す

る
負
捲
の
分
一
札
)
を
含
ん
で
ゐ
石
市
引
は
一
五
ふ
ま
で
ち
な
い
。
租
枕
は
人
格
(
同
氏
)
と
接
摘
し
て
ゐ
る
劫
で
現
貨
の
租
税

問
題
は
常
に
倫
理
的
も
政
治
的
な
も
の
を
含
ん
で
ゐ
る
。
併
し
人
格
に
劃
す
る
負
慌
の
分
配
が
如
何
な
る
倫
環
的

以
則
(
公
一
千
負
撫
戒
は
叶
耳
目
政
策
の
原
則
)
に
よ
っ
て
行
は
れ
ゃ
う
と
、
共
は
租
税
の
物
的
某
礎
(
資
本
家
的
生
産
)
の
問
題
と

無
闘
係
で
は
あ
り
科
な
い
。
日
卦
準
率
の
決
定
に
際
し
て
資
本
蓄
積
に
及
ぽ
す
作
用
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
こ
の
闘
係
を
暗
示
す
る
一
例
で
あ
る
。

要
す
る
に
租
税
'
伊
二
個
の
歴
史
的
範
略
と
し
て
一
定
の
祉
合
組
織
そ
れ
に
固
有
の
生
産
方
法
、
分
配
方
法
よ
hJ

反射しであらゆる租税は“ V，.!irt!:icI1aftsscharllich kei t と云J、里川》ら云へばruj

ーだと云ム。 この揚I令彼はt特に経務的、巡壌に於げる粗利tの地1~L {(':g-へてゐ
る 38) fL Dietzel， Engl回 cheund preus~;i ;cht' Steuen'cranlagr旧日

(Sch口rten des -'v'eroins f. Socialpolitik I57 RaIld.) 
1'eschmacher， a. a. O. S. 67・ 40) Wa宮 町 九 十 羽 山 J1.S. 206 
元よりこの負婚の分間口)I中には政尚一J.()) 清原則1..基〈分間の外に鱒嫁法則

39) 
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理
解
す
る
な
ら
ば
租
税
の
物
的
基
礎
の
問
題
と
租
枕
を
負
鳴
す
る
人
格
の
問
題
と
は
交
錯
し
て
ゐ
る
。

今
こ
の
見
地
に
立
っ
て
ソ
ヵ

Y
ド
と
シ
ュ

リ
カ

Y

ド
自
身
は
一
万
よ
り
租
枕
の
歴
史
的
本

モ一プ

l
ぞ
比
較
す
る
。

質
に
就
い
て
理
解
し
て
ゐ
た
わ
け
で
は
な
〈
、
む
し
ろ
租
税
を
既
に
奥
へ
ら
れ
た
マ
イ
ナ
ス
量
と
し
て
共
が
生
産

及
分
配
に
及
ぽ
す
作
用
を
説
明
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
共
に
色
拘
ら
や
彼
の
躍
済
摩
に
含
ま
れ
て
ゐ
石
ア
プ
リ
ノ
オ
9

の
前
提
、
卸
ち
資
本
主
義
的
生
産
は
生
産
要
因
を
在
有
す
る
吐
舎
の
諸
階
級
の
参
加
に
よ
っ
て
替
ま
れ
る
左
一
五
ふ

前
提
そ
の
色
の
が
近
代
枇
舎
の
歴
史
的
構
造
従
っ
て
租
枕
の
歴
史
的
本
質
の
理
解
に
少
か
ら
ぬ
暗
示
を
奥
へ
る
。

一
一
爆
資
本
家
的
生
産
を
租
耽
の
物
的
基
礎
と
し
、
生
産
手
段
の
私
有
者
に
し
て
所
梓
の
牧
得
者
を
租
税
の

負
櫓
者
と
す
る
'
と
し
て
も
、
雨
者
の
閣
に
概
念
的
な
匝
別
伝
設
け
る
理
由
の
存
し
な
い
存
を
救
へ
る
。

加
之
、

{
折
、
閣
流
の

燭
品
九
由
席
仙
の
所
ほ
の
総
合
唱
同
枕
一
ご
は
間
人
に
針
寸

ι相
川
叫

A
H
燃
の
政
治
的
分
間
の
問
題
が
前

モ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
租
枕
の
徴
牧
3
れ
名
税
源
の
問
題
と
租
税
の
負
携
者
の
問
題
と

は
そ
れ
ん
¥
金
〈
異
る
範
曙
に
属
し
て
ゐ
る
。
前
者
は
資
本
家
的
生
産
に
闘
す
る
問
題
で
あ
り
後
者
は
人
格
的
消

費
に
闘
す
る
問
題
で
あ
る
。
叉
前
者
は
な
経
済
的
替
利
生
活
の
領
域
に
於
け
る
闘
心
に
過
ぎ
な
い
が
、
後
者
は
よ

h
ノ
高
い
秩
序
に
属
す
る
と
こ
ろ
の
倫
坤
的
、
岡
民
的
問
題
で
あ
る
と
。
こ
の
ジ
ュ
弔
ラ

l
の
区
別
は
政
策
上
の
諸

原
則
に
認
〈
主
観
的
な
判
断
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ら
う
。
現
貨
の
中
に
興
へ
ら
れ
た
聯
闘
は
か
う
る
直
別
に
よ
っ
て

切
断
さ
れ
は
し
な
い
。
租
税
論
を
政
策
論
や
政
治
問
題
に
局
限
し
、
租
税
の
本
質
を
形
式
化
し
て
岡
家
ム
」
園
民
と

の
公
法
閥
係
に
還
元
す
る
事
仙
濁
乙
的
租
枕
論
の
一
つ
の
傾
向
で
ゐ
る
が
、
我
冷
は
こ
の
雛
型
を
シ
ュ

、
減
収
課
税
の
ガ
法
一
L
は
こ
の
関
係
は
最
も
明
か
で
ゐ
る
。

接
表
面
に
視
は
れ
る
。
)
品
川
山
る
に
し
シ
且

モ
ラ
!
の

モ
ノ
グ
ラ
フ
に
見
る
事
が
出
来
る
。

所
得
概
念
よ

h
見
た
租
枕
論

第

披

第
四
十
二
巻

四
七
五

による分間~;含まれねばなら向。
Vgl. SChlW1Uer， a. :l.υ. s. 53・ 「相伐の支梯び』主人格の負携に録する事を
こ沿に断言しなげればならない。それは公法に基いてゐるから、すべての法
の榛に意志左意志主の欄係である。者磁の財貨や人格の糧済力を示してゐな
いよ投入そのものと同案は何等交渉を持たなL、、岡家は園民的人格の媒介によ
って財の世界に摘み込むのでめ品。」
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